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理 科 
 

【新学習指導要領を踏まえた思考力・判断力・表現力の考え方】 

 

＜理科の場合＞ 

  ○思考力 

・ 自然現象や日常の現象に対して得られた結果を既習の理科の原理・原則に対応させ

て説明できる。 

・ 自然現象や日常の現象から得られた結果から必要な情報を抽出・思考できる。 

○判断力 

・ 自然現象や日常の現象に対する実験や観察から抽出した結果を既習の理科の原理・

原則に対応させて整理・分析・仮説立案・実験・考察・推論などができる。 

・ ある事象を説明したり課題を解決したりするための実験や観察方法を選択できる。 

・ 理科の知識が環境保全や科学技術の発展に重要であることを判断できる。 

○表現力 

・ 得られた結果を他者に伝えるという観点から図表・グラフ等を用いて適切に表現で

きる。 

・ 目的・実験(観察)・結果・考察・結論といった思考の論理性を表現できる。 

  

思考力 

取り扱う題材を深く理解して処理できる力、課題を見出す力である。 

例えば「条件が変わった、視点が変わったなどにより、結果がどう変わっていくか、その変化で

どういう事象等が生ずるか、どういう関係性が生ずるか、どういう価値が生まれるかなど、直接

文章や図表などで示されていない事象について考える問題」などがこれに当たる。 

判断力 

取り扱う課題や関係性に対してある尺度、基準、条件を当てはめ「分類・順位付け・優先順位づ

け・規則性発見、統合」等の判断・発見、論理的推論を進められる力である。 

例えば「関係性を道筋だてて思考させた上で新たな基準、条件、意見、多様な価値観を踏まえて

最善となるものを見出す問題」などがこれに当たる。 

表現力 

思考、判断により獲得した情報を正確に処理して絞り込み、抽象化、関連付けなどを行い、他者

に伝達する意図を持って、文章や図表、グラフ等で可視化できる力である。 

例えば「ある事象の変化、関係性、順位付けなどに対する状態を、最適な文、要旨、図表、グラ

フ等で表現しているものを選択させる問題」などがこれにあたる。 
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サンプル問題：物理（平成２８年度入学者選抜学力検査問題 大問４） 

 



 

3 

 

 



 

4 

 

 

 

 

 

なお、姉と弟の会話をもとに判断するとし、ストローと紙袋をこすり合わせる前は
いずれも帯電していないことが確認されている。 
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正解 

問１ エ 

問２ イ 

問３ ウ 

問４ ア 

 

思考力・判断力・表現力との関連性 

○ 問１、２は、実験結果を正しく読み解き、有している静電気についての基本的

な知識を活用しながら、実験結果が示す意味を評価判断する能力が適切に身に

ついているかどうかを測る問題となっている。 

 

○ 問３、４では、科学的なものの見方考え方が中学生として十分に育っており、

疑問を解決するべく、仮説を立て、検証実験を計画し、その実験データにもと

づいて科学的な議論ができるかどうかを測る問題となっている。 

 

  

（判断力）「ある事象を説明したり課題を解決したりするための実験や観察方法

を選択できる」に相当 

（表現力）「目的・実験(観察)・結果・考察・結論といった思考の論理性を表現

できる」に相当 

（思考力）「自然現象や日常の現象から得られた結果から必要な情報を抽出・思

考できる」に相当 

（判断力）「自然現象や日常の現象に対する実験や観察から抽出した結果を既習

の理科の原理・原則に対応させて整理・分析・仮説立案・実験・考察・推論など

ができる」に相当 
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サンプル問題：化学（令和２年度入学者選抜学力検査問題 大問５） 
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正解 

問１  ウ 

問２  イ 

問３  オ 

問４ ①  オ 

②  ア 

③  エ 

 

思考力・判断力・表現力との関連性 

○ 問１、２は、酸性とアルカリ性での指示薬の変化に関する基礎的な知識を有し

ているか、またそれを元にビーカーの液性を判断して金属板との反応を推測す

る能力を有しているかを測る問題になっている。 

 

○ 問３は、中性になる条件であるＢを基準とし、全部混ぜ合わせたときの量的な

関係を正しく判断し、その時点での液性を決定、さらに中和に必要な物質とそ

の量を正しく計算することができるかを問うている。一連の流れを整理して、

有している知識と総合的に考察する能力を測る問題になっている。 

 

○ 問４は、酸性〜中性〜アルカリ性で存在するイオンについて理解した上で、液

体中での量的な関係（特に水酸化物イオンが最初水になり、その後水酸化物イ

オンとして増加するという点）などを正しく思考できるかを問うている。ま

た、その変化をグラフとして適切に表現しているものを選択する問題になって

いる。 

（思考力）「自然現象や日常の現象から得られた結果から必要な情報を抽出・思

考できる」に相当 

（判断力）「自然現象や日常の現象に対する実験や観察から抽出した結果を既習

の理科の原理・原則に対応させて整理・分析・仮説立案・実験・考察・推論な

どができる」に相当 

（思考力）「自然現象や日常の現象から得られた結果から必要な情報を抽出・思

考できる」に相当 

（表現力）「得られた結果を他者に伝えるという観点から図表・グラフ等を用い

て適切に表現できる」に相当 
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サンプル問題：生物（平成３０年度入学者選抜学力検査問題 大問３） 
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正解 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思考力・判断力・表現力との関連性 

○ 問１、問２は、消化と吸収に関係した基本的な知識を有しているかを問う問題

になっている。 

 

○ 問３の１は、グラフから必要な情報を抜き出し、知識と関連付けて特定の条件

下で起こる現象を思考することを求めている。また、肝臓の働きについての記

述が正しくグラフに表現されているかを判断させる問題になっている。 

 

問１ 

(1) 

A群 イ 

B群 イ 

C群 ア 

(2) 

A群 ウ 

B群 ア 

C群 イ 

(3) 

A群 ア 

B群 ウ 

C群 ウ 

問２ 

(1)   エ 

(2)   ア 

(3)   ウ 

(4)   カ 

問３ 
1 

  イ 

  オ 

2   イ 

（思考力）「自然現象や日常の現象から得られた結果から必要な情報を抽出・思

考できる」に相当。 

（判断力）「自然現象や日常の現象に対する実験や観察から抽出した結果を既習

の理科の原理・原則に対応させて整理・分析・仮説立案・実験・考察・推論など

ができる。」に相当。 
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◯問３の２は、肝臓の機能を深く理解した上で、肝機能障害のメカニズムを思考さ

せる問題になっている。 

  

（思考力）「自然現象や日常の現象に対して得られた結果を既習の理科の原理・

原則に対応させて説明できる」に相当 
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サンプル問題：地学（平成３１年度入学者選抜学力検査問題 大問１） 
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正解 

問１ １ ウ 

２ エ 

問２  ウ 

問３ １ イ 

２ イ 

 

思考力・判断力・表現力との関連性 

○ 問１の１では、写真から光が当たっている方向を判断し太陽の位置を決定する

状況整理能力を測る問題になっている。 

 

○ 問１の２は、典型的な地球-月-太陽の位置関係の図（平面状に地球の北極中心

があり、その周りを月が回り、太陽が一方向から照らしたときの月の満ち欠け

の様子を表した図）を踏まえた上で、観測点を移して思考し、北極の位置・月

から見た状態・月と地球と太陽の位置関係などをイメージする能力を測る問題

になっている。 

 

○ 問２は、日食と月食の位置関係とメカニズムに関する知識を有しているかを問

い、条件が変わった時に結果がどう変わっていくかを問う問題となっている。 

 

○ 問３の１は、既存の知識である日食と月食の関係を元に、与えられた記事の説

明が妥当であるか判断することができるかを問う問題となっている。 

 

（思考力）「自然現象や日常の現象から得られた結果から必要な情報を抽出・思

考できる」に相当 

（判断力）「自然現象や日常の現象に対する実験や観察から抽出した結果を既習

の理科の原理・原則に対応させて整理・分析・仮説立案・実験・考察・推論な

どができる」に相当 

（思考力）「自然現象や日常の現象に対して得られた結果を既習の理科の原理・

原則に対応させて説明できる」に相当 
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○ 問３の２は、上弦および下弦の月に関する基礎知識は有した上で、夕方に太陽

が西にあるという情報から、空高くある月はその半分が照らされていることが

思考できるかを問う問題となっている。 

（思考力）「自然現象や日常の現象から得られた結果から必要な情報を抽出・思

考できる」に相当 


